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【目的】
　組織には、一定水準の質すなわち安全を保証する
為に“手順”が存在し、手順遵守の指導がなされてい
る。しかし、提出された事故報告書では、手順を守ら
なかった為と原因分析しているケースを比較的多く
見受るのが現状である。
　そこで今回、当院の看護事故で約25％を占める内
服事故に焦点をおき、その手順が現状においてどの
程度遵守されているのか、また省略される傾向にあ
る手順はどの項目なのか実態を知り、看護婦の手順
に対する認識を明らかにする事を目的に調査を行っ
た。
【研究方法】
1．対象
　　1）スタッフ：T医科大学病院の卒後1年目看護
　　　婦117名中、成人一般病棟に勤務する75名，同
　　　様に、3年目109陣中75名及び6～9年目100名
　　　中59名　計209名（回収率95．6％・有効回答率
　　　99．50／o）
　　2）成人一般病棟に勤務する主任：20名
　　　（回収率・有効回答率100％）
2．方法
　　1）自作の質問紙による留置調査
　　2）質問紙及び一部聞き取りによる各病棟手順
　　　に関する実態調査
3．調査期間＝平成12年12月7日～12月18日
【結果及び考察】
1．手順の存在認知：「認知」91％，「非認知」9％で、9
　割以上が認知していた。
2．手順活用：「見る」78．5％，「見ない」21．5％で、1年
　目は、3年目より有意に多くの者が手順を見てい
　た（P＜0．05）。「どんなときに見るか」では、3年目
　と6～9年目間の順位相関はr＝0．812でよく類似し
　ていた。それぞれの項目においてX2検定を行った
　結果、「自分が内服事故を起こした時」に1年目及
　び3年目は、6～9年目に比べ有意に多くの者が手
　順を見ていることが分った（P＜0．01）。「手順を
　見ない理由」は、「忙しくて見る時間がない」が、1
　年目で有意に多く、次いで3年目であった（1・3
　年目間：P＜0．05，1・6～9年目問：P〈0．01）。
　経験年数の少ない者にとって、忙しさや時間切迫
　は、手順を見るという安全行動を阻害する最たる
　原因であることが明らかとなった。
3．「手順を遵守することで内服事故は防げると思
　うか」については、全体の91％が「思う」または
　「まあまあ思う」と回答し、9割以上の者が、内服
　事故防止に手順遵守が重要であると認識してい
　た。
4．各手順（①声だし確認②指差し確認③ベッドネ
　ームと氏名照合④患者本人と氏名照合⑤薬と処
　方箋との照合確認⑥手順⑤の再確認⑦処方箋へ
　のサイン⑧内服確認）の遵守状況を全体でみる
　と、省略することで直接誤薬に繋がると思われる
　手順（④⑤⑦⑧）の遵守率は高く、「注意喚起」およ
　び「再確認」の手順（①②③⑥）の遵守率が低いこ
　とが分かった。経験年数別で見ると、手順④⑤⑦
　⑧に関しては、3群ともに遵守率がほぼ90％以上
　であった。その他の「注意喚起」および「再確認」
　は、全体的に低い遵守率であった。手順①〈声だ
　し確認〉は、1年目は3年目と6～9年目に比べ、そ
　れぞれP＜0．05，P〈0．01で、有意に遵守しているこ
　とが分かった。1年目は業務上ゆとりがなく、集中
　力に欠けるため、指導に従って本手順を遵守して
　いるものと思われる。科員では、手順⑥〈薬の再
　確認〉は、内科系が外科系に比べ、有意に省略す
　ることが分かった（P〈O．Ol）。
5．内服与薬手順に対する教育・指導については、
　1年目の過半数以上が「十分」と回答しており、3
　年目および6～9年目で「十分」と答えたものは、
　40％に満たず、教育の必要性が示唆された。
【結論】
　対象の9割以上が手順遵守は内服事故防止の上で重
要と認識していたが、現状において「注意喚起」「再確
認」の手順が省略される傾向にあるという実態がわ
かり、今後、現状に即した手順内容の見直しの必要性
が示唆された。また、1年目にとって時間要因の重要
性等の特徴が明らかとなり、今後の手順遵守を指導
する際の具体的な手がかりが判明した。
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